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　謹んで新年のお祝いを申し上げます。
　町民の皆さまにおかれましては、良き新年をお迎
えになられたこととお慶び申し上げます。町長に就
任し2年8カ月が経過し、この間を振り返りますと時
間に追われた感はありますが、物事がうまくいかず
町民の皆さまにもご迷惑、ご心配をかけ改めて現実
の厳しさを認識した次第であります。本年は、今一
度初心に帰り、『まちづくりの指針の3本柱』の達
成に向け、一朝一夕に成果を出せるものではありま
せんが、町民皆様の意見を聞きながら町職員一丸と
なって気を引締め職務に取組む決意を新たにしたと
ころでございます。
　さて、国においては、「経済財政運営と改革の基
本方針2017」を踏まえ、最大の課題である少子高
齢化の克服に向け「生産性革命」と「人づくり革命」
の2本の柱の施策を推進するとともに「地方の活力
なくして日本の活力なし」といわれるとおり、地方が
成長と分配の好循環をより実感できるよう地方創生
に取組むことを強調しております。
　一方、東京都は、将来を見据えて財政の健全性を
維持しつつ、東京2020大会の成功とその先の未来
に向け、東京都が持続的成長を続けていくため、都
政に課せられた使命を確実に果たしていくことを打
ち出しております。こうしたなか大島町において、知
恵を出し「わがまち」の魅力を発信し地域力と持続
力を高め経済成長を図るためには、大島町の中期的
なスパンでのまちづくりのめざす方向性を定め、ど
のような針路をとるか、最優先で取組まなければな
らない課題は何か、これらのグランドデザインを描
かなければなりません。当面の間、社会福祉施策の
充実に努めながら、農業・漁業振興の施策を着実に
一歩一歩積重ね、前進させ、経済成長の即効性の高
い観光産業の施策展開に努めることが大島町の行
くべき道筋であるかと考えています。
　私は産業振興を図ることが、少子高齢化、人口減
少対策等諸課題解決の王道であると確信していま
す。産業振興を図るためには、ジオパークが有効な
手段です。ジオパークの基本理念は、まちづくり全
般に通ずるものでもあります。一例を申し上げます。
観光地大島の一番の切り口である、地域資源を活
かした観光振興を推進するには、どうしたら良いか

大島町長　三 辻 利 弘

です。地域資源を活かした観光振興とは、いいかえ
れば他のどの地域でもなくその地に行ってみたいと
思うだけの「価値」を創ること、「ほんもの」の地域
資源を観光資源として活用することが最も重要であ
るといえます。「ほんもの」の地域資源を観光資源
として活用するためには、ジオパークを観光資源と
して位置付け、ジオツーリズムといった形で観光振
興を推進することです。
　それともう一つ、絶対に成し遂げなければならな
いことがあります。それは平成25年伊豆大島土砂
災害により被災した神達・丸塚地域等を人々が集う
憩いの場・鎮魂の場としてよみがえらせ、次の世代
に引き継ぎ、災害に強い、被災を繰り返さないまち
づくりを構築することです。昨年は、「大島町復興
計画」中期の初年度であり、メモリアル公園整備事
業の工事請負契約の一部締結、複合公共施設、元町
保育園園舎建設事業の基本・実施設計の契約締結、
地域振興センター、多目的屋内施設建設事業のプ
ロジェクトチーム立ち上げなど、復興に向かって着
実に歩んでいます。これら元町地区復興まちづくり
事業の終了年次は平成32年度を一定の目途にして
おり、完成の暁には被災しました神達・丸塚地域は
大きく様変わりし、今後の大島町のまちづくりの拠
点となります。大災害は、日本全国すべての地域に
とって現実のリスクであり、大島町においても、いつ
また大災害が起こっても不思議ではありません。さ
まざまな災害から住民の命と暮らしを守るためには、
集中豪雨や地震、噴火等への対策を着実に推進す
るとともに、地域の防災力を高めるなど、災害への
備えを万全にする必要があります。
　以上、大きく分けて最優先で取組むべき課題は、
産業振興と土砂災害復旧・復興の2大テーマとなり
ますが、まずはこれの達成に向けて取組むことが大
島町の成長戦略かと思います。
　このようなことから、私は平成30年を「めざすも
のに集中し着実に前進する年」と位置づけ大島町が
「笑顔あふれる、誰もが暮らしたくなる島」となる
ようこの１年間全力で取組んでまいりますので、ご
指導ご協力をお願い申し上げます。　　　　　　　
　終わりに、町民皆さまのご健勝とご多幸を祈念い
たしまして、新年の挨拶といたします。

～めざすものに集中し着実に前進する年～
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　新年を迎え、大島町議会を代表して新春の御
挨拶をさせていただきます。
　大島町の皆様、新年明けましておめでとうご
ざいます。
　現在「ミニ離島ブーム」が復活しているよう
であり、伊豆諸島・そして大島にも幅広い世代
の方達が来てくださっております。また、多くの
スポーツを楽しまれる方（歩く・走る・自転車で
島を走る）が本土より訪れ、夕焼けの富士山を
バックに写真を撮られていたり、島の自然を満
喫している様子も目にすることが増えてきてお
ります。今までのような団体旅行と違い、ふらっ
と田舎の空気を吸いに来ている人のリピート率
は徐々に高まっている様に思えます。
　昨年11月の商工会の講演の講師を務めてい
ただいた地域再生プランナー（久繁哲之介氏）
も大島の感想をこのように言っておられました。
「伊豆大島には自然の素晴らしい所が多くある、
しかも、都会からこの時間で来られ、島という
特殊な環境も売りの一つであることはわかって
いることと思う。しかし、それだけではこの島に
何度も来ようとはならない。最終的には島を訪
れ、そこで触れ合った人との関りが大事な要因
となる」と。　
　それは、この伊豆大島を第2の故郷に選んで
くれる移住者などにとって「そこに住んでみよう
かと判断する大きな要因」であることなど。私
自身、生まれは八丈島そして伊豆大島で暮らし

大島町議会議長

高橋　千香

て35年、いかに自分が保守的で
自分と価値観の違うものに対し
て敏感に反応し、時にはどこか
で、自分と違うものを受け入れ
がたくなっているのではないか
と、改めて考えさせられました。
　島暮らし体験（移住プロジェ
クトチーム）の一員として活動もさせてもらって
いる自分がそう思っていては、大島に移住者・
来島者をお迎えすることを、胸を張ってやれな
いと考えを改める事にしました。伊豆大島の方
たちはとてもシャイな方々が多い気がします。
　議長として私の名刺に書いてあるのですが
“裏砂漠のあんこ猫の横に”「不愛想ですみま
せんシャイなだけなんです！」と言葉を入れて見
ました。シャイで不愛想に見える島の人も声を
掛けて話してみると優しい人達が多いですよと
アピールに使っています。
　最終的にはこの土地が魅力的に見えるかは、
そこに住む人たちがシャイであろうと個性的で
あろうと人と良い関りを持ちたいと行動してい
るかどうかだと教えてもらいました。都会から
こんな近い島である大島のこの立地条件を生か
し、いい空気を吸いに、温かい島の人情に触れ
に来る人達を１人でも多く絶対リピーターにし
ていくぞを目標に今まで以上に「ウエルカムの
精神」で島のために働いていく事を決意し、本
年のご挨拶とさせていただきます。

〈島を訪れた人がもう一度来たくなるために出来ること〉

　大島町の皆さま、新年あけましておめでと
うございます。
　旧年中より、大島支庁の業務へのご理解
ご協力をいただきましてありがとうござい
ます。今年も二か月に一度、このコーナー
を通じて、支庁が実施する事業等について
ご案内してまいります。
　さて、今年は戌年です。戌年は、商売繁
盛・収穫の酉年の後の「守りの年」と言わ
れています。支庁では、地震、津波、台風
等の災害から島民の皆様の生命及び財産を
「守る」ために、整備中である岡田港津波
避難施設などインフラ整備等に引き続き積

極的に取り組んでまいります。
　大島は、ジオパーク・自転
車・ランニング・椿など様々
な楽しみ方ができる魅力ある島です。島内関
係者の皆さまのご尽力により来島者数は増加
傾向にありますが、楽観は許されません。支
庁では、今年も地域の実情に合わせた産業・
観光振興を力強く進めていくために、様々な
取り組みを関係機関と連携しながら推進して
まいります。
　新しい年が、皆さまにとって明るく希望に
満ちた一年となりますことを心よりお祈り申
し上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

五島をつなぐ  ～支庁の窓～ 東京都大島支庁長　
　吉野　静夫『年頭挨拶－「わんダフル」な一年となるように』
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　平成29年第4回大島町議会定例会が12月12日から14日までの3日間の会期で開催されました。
町長報告が行われたほか、各会計補正予算や契約締結など議案の審議行われ、いずれも可決されま
した。また、7議員による一般質問も行われました。

第  4  回　大島町議会定例会

 町長報告
・平成29年台風21号、22号
・平成25年伊豆大島土砂災害追悼式
・キョン捕獲チーム「キョンとるず」結成式典
・姉妹島ハワイ島親善訪問
・平成29年度主要工事進捗状況
・来島者数及び観光イベント
・平成30年度予算要望、施策に関する決議
・しまものラボ記者発表会

報　　告
・専決処分事項の報告
　　損害賠償の額の決定

平成29年度補正予算
・一般会計
・国民健康保険事業勘定特別会計
・介護保険事業勘定特別会計
・後期高齢者医療特別会計

契　　約
・差木地公民館太陽光発電設備工事請負契約締
　結
・北の山公民館太陽光発電設備工事請負契約締
　結
・大島町消防本部太陽光発電設備工事請負契約
　締結

一般質問

　　　　　本宮　悦見　議員
　　　　　・安心して泳げる池の整備について
　　　　　・大島町における各種イベントの見
　　　　　　直しについて
　　　　　・地方創生特別交付金の確保につい
　　　　　　て

　　　　　関野　茂夫　議員
　　　　　・大島町の観光産業について

　　　　　小池　渉　議員
　　　　　・新規漁業就業者育成支援について
　　　　　・空き家対策について

　　　　　橋本　博之　議員
　　　　　・国民健康保険の広域化に伴う保険料
　　　　　　値上げを阻止してほしい
　　　　　・介護保険制度の見直しにより、要介
　　　　　　護1・2の方がサービス低下になら
　　　　　　ないように、対処願います
　　　　　・交通弱者対策の具体化を要望します 

　　　　　山田　忠敬　議員
　　　　　・レスパイト制度の拡充を
　　　　　・よりよい防災対策のために

　　　　　佐藤　勝人　議員
　　　　　・海ごみ対策について
　　　　　・歴史的資源を活用した観光まちづく
　　　　　　りの推進を

　　　　　鶴﨑　勝彦　議員
　　　　　・大島町環境保護条例の適用について

平成29年度補正予算

報　　告

契　　約

一般質問
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　一定の条件を満たす希望者を「避難行動要支援者名簿」に登録します。名簿に登録されると消
防・警察機関、民生委員・児童委員、福祉関係者、自主防災組織等で情報が共有され、登録者の方
の所在の確認や見守りなどに活用されます。
1．登録の条件
　要配慮者のうち、次のいずれかに該当し、なおかつ自力で避難することができない方及び避難に
時間を要する方等で、支援する家族がいない又は家族などの支援だけでは避難が困難で、円滑かつ
迅速な避難の確保を図るため特に支援を必要とする方。（施設入所者を除く）
（1）一人暮らし又は高齢者世帯のうち自ら避難することが困難な方
（2）介護保険法による要介護度１～５の認定を受けている方
（3）身体・知的・精神で障がいをお持ちの方
（4）在宅治療又は療養等の方
（5）上記(1),(2)以外で民生委員・児童委員、大島町地域包括支援センター及び大島社会福祉協議会
　　　等の情報により、町長が災害時に避難支援等が必要と判断した方
　※要配慮者とは・・・
　　高齢な方、身体・知的・精神で障がいをお持ちの方、乳幼児等の防災施策において、特に配慮
　　を要する方。
2．申請方法
　申請を行う場合は以下の連絡先までご連絡下さい。
　町で調査を行い、自力で避難が可能と判断した場合は、登録されないことがあります。

○この制度は、実際に避難したくても自力で避難できない方を地域の力で支援する制度です。大島
　町は自分の身は自分で守る『自助』と住民が共に助け合う『共助』の推進を図っています。住民
　の皆様にも制度の趣旨をご理解いただき、ご協力をよろしくお願いします。

大島町避難行動要支援者登録制度のお知らせ

　大島町高齢者福祉計画・介護保険事業計画は、高齢者に関する施策を総合的かつ計画的に推
進するとともに、介護保険被保険者が適切なサービスを受けることができるよう、今後3年間
の必要なサービス量と費用を見込み、それに応じたサービス基盤を整備する計画です。
　今回、平成30年度から32年度までの3年間を計画期間とする計画（案）がまとまりました
ので、これに対する住民のご意見を募集します。
募集・閲覧期間　1月22日（月）～2月2日（金）
閲覧場所・意見の提出先　住民課・各出張所・図書館
意見の提出方法　①各閲覧場所に用意した専用用紙をご提出ください。
　　　　　　　　②自由様式にて提出いただく場合は、「案に対する意見」と題し、住所・氏
　　　　　　　　　名を明記のうえご提出ください。
　　　　　　　　　※電話や口頭でのご意見は受け付けできません。

問い合わせ　住民課介護保険係　☎ 2－1462

高齢者福祉計画・介護保険事業計画へのご意見をお寄せください

条件（1）（2）に該当またはご高齢の方 住民課介護保険係 2－1462

条件（3）（4）に該当または障がいをお持ちの方 福祉けんこう課福祉医療係 2－1471

制度に関する問い合わせ 防災対策室防災係 2－0035

　　　　　　　　　※電話や口頭でのご意見は受け付けできません。
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火山活動の解説　～平成29年11月の概況～
　地殻変動の観測では、地下深部へのマグマ供給によると考えられる長期的な島全体の膨張傾向と、
約1年周期で短期的な膨張と収縮を繰り返しています。昨年11月頃から短期的な膨張傾向がみられ
ていましたが、今年8月頃から収縮に転じています。11月15日に実施した現地調査では、三原山山
頂火口周辺の噴気の状態や地中温度等に異常はありませんでした。噴火の兆候は認められませんが、
長期的な膨張傾向が継続していることから、今後の火山活動に注意してください。噴火警戒レベル
は1（活火山であることに留意）です。伊豆大島は活火山であるため、突発的な火山灰の噴出等に注
意してください。　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ　火山防災連絡事務所　☎ 2－1166

　大島町では空き家バンクを開設しています。空き家バンク制度とは、現在、空き家
となっている建物について、売却・賃貸を希望される所有者等の方々から物件登録を

受け、お住まいをお探しの方々を対象に空き家情報としてホームページ等の媒体を通して広く情報
発信し、その物件を利用し居住・定住を希望される方へ情報提供を行うものです。
登録された空き家については「大島町空き家バンク　https://www.oshima-akiya.jp」に掲載さ
れます。
　現在、町内に居住や利用されていない建物の所有者の方で、売却・賃貸を希望される方は、お気
軽にご相談下さい。　　　　  問い合わせ　政策推進課　振興企画係　☎ 2－1444　FAX 2－1371

伊豆大島ジオパークコラム

　現在、日本には111の活火山があり、このうち50火山は地震計や空振計などの観
測機器を整備し、火山活動を24時間体制で常時観測・監視しています。伊豆大島
には世界的に見ても多くの観測機器が設置されており、集約されたデータは本庁の
火山監視・警報センターで監視しています。また、気象庁伊豆大島火山防災連絡事
務所が月に一度、三原山山頂付近を中心に噴気や地中温度、地形の変化等を定期的に観測して
います。観測地点や主な機器の働きは以下の通りです。

■監視カメラ…夜間や星明かりのようなわず
かな光も観測できる高感度カメラ。噴煙の高
さや色、火映などの発光現象を観測します。
■空振計…天候不良等で監視できない場合も、
噴火や爆発に伴う空気の振動を観測し、噴火
の発生と規模をいち早く検知します。
■GNSS…いくつかのGNSS観測点を組み合
わせて距離や高さなどを計測し、火山周辺の
わずかな地殻変動も検出します。
■光波距離計…測定器からレーザー光を出し
て、山頂周辺に設置している反射鏡に反射さ
せ、ミリ単位で距離を計測します。

　最新の観測結果は気象庁ホームページで提供しているほか、広報おおしま「火山活動の解
説」および「火山活動報告会」（次回開催1月9日）にて気象庁職員が分かりやすく解説してい
ます。自然の機微を読み解く力をつけ、毎日の暮らしに活かしていきましょう。

【伊豆大島ジオパーク推進委員会事務局・岩崎】

伊豆大島の「今」を見守る気象庁の取組み

使っていない「空き家等」を有効活用しませんか？

気象庁ホームページより→

「大島町空き家バンク　https://www.oshima-akiya.jp」
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還付を伴う確定申告等はお早めにどうぞ！!
　所得税還付申告は、ひと足早く2月9日（金）より、開発総合センター１階青年室に受付窓口を開設し
ます。医療費控除や雑損控除、寄附金控除等の還付申告や所得税を計算した結果、還付になり得そう
な方も、受付窓口の空いているこの時期をご利用ください。なお、医療費控除の申告には、自己で作成
した明細書が必要ですので、受付窓口に用意したひな形をご利用ください。
　申告等の手続きには今年から個人番号（マイナンバー）の記載が義務付けられております。申告受付
時には個人番号カード、もしくは通知カード及び本人確認書類（運転免許証・保険証・パスポート・身体
障害者手帳・在留カードなどの写し）が必要となりますのでご注意ください。
　また、平成25年10月の台風26号により被害を受けた方で雑損控除等の申告がある場合は、昨年度の
申告書が必要となりますので忘れずにお持ちください。
　通常の確定申告は2月16日（金）からです。

●所得税等の確定申告相談
　芝税務署職員や東京税理士会による申告相談を行います。土地・建物・株式
等の譲渡所得や贈与税の申告は、必ずこの機会に相談、提出してください。
　日　時　2月21日（水）午後2時～4時
　　　　　2月22日（木）午前9時～午後4時（正午～午後１時はお昼休み）
　　　　　2月23日（金）午前9時～午後4時（正午～午後１時はお昼休み）
　場　所　開発総合センター　１階　大会議室
●住民税の申告
　住民税申告の受付は、各出張所・税務課窓口で、平日の業務時間内いつでも受け付けておりますので、
早めに申告してください。なお、例年各地区で行っている住民税（確定）申告の出張受付は以下の通り。
　①3月  3日（土）午前9時～午後3時（正午～午後1時はお昼休み）　差木地公民館
　②3月１0日（土）午前9時～午後4時（正午～午後1時はお昼休み）　岡田コミュニティセンター
●事業主は給与支払報告書の提出を！
　法人事業主や個人事業主は、雇用人に支払った給与の年間総額と源泉徴収税額などを記載した給与
支払報告書を作成し、総括表と共に提出することが税法で定められています。（※今年から総括表に法
人番号の記載や個人別明細書に従業員の個人番号の記載が義務付けられています。）
　平成29年分給与支払報告書の提出は、1月31日までですので遅れることのないよう税務課へ提出し
てください。町へ提出する「給与支払報告書」は税務署に提出する者の範囲と異なり、臨時職員（パー
ト・アルバイト等）や中途退職者を含めたすべての受給者分を漏れなく提出してください。
　なお、複写となっている源泉徴収票は、所得の証明や確定申告等の資料として必要ですので、必ず本
人に配付してください。
[対象となる給与等]
・正社員・パート等に関わらず、平成29年１月１日～12月31日に支払った給与・賃金・賞与の合算額。
[摘要欄記載上の注意]
・住宅取得控除は居住開始年月日を必ず記入してください。
・控除の対象となる配偶者や扶養親族の氏名・続柄・生年月日を記載してください。※要個人番号記載。
・所得税の控除対象とならない16歳未満の扶養親族も氏名・続柄・生年月日を必ず記載してください。
　※要個人番号記載
[提出時の注意]
・原則、法人事業及び個人事業は特別徴収となるので、普通徴収を選択する場合は、普通徴収切替え理
由書を一緒に提出し、特別徴収者と普通徴収者を分けて提出してください。普通徴収切替え理由書は
税務課窓口、各出張所窓口にあります。

※要個人番号記載
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　「老齢厚生年金」「老齢基礎年金」などの、老
齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法上

「雑所得」として所得税の課税対象となります。年間受給額が65歳未満で108万円以上、65歳以上で158万円以
上の方については原則として所得税を源泉徴収することになっています。（※扶養親族等の有無により異なりま
す。）日本年金機構では、平成29年中に源泉徴収している年金受給者に対して１月中に源泉徴収票を送付します
ので、失くさないように大切に保管してください。（年金以外に給与収入等があり確定申告をする場合や、源泉徴
収の還付を受ける際に添付が必要になります。）
　もしも、源泉徴収票を紛失された場合は再交付ができますので、下記問合わせ先までお申し出ください。
※「障害年金」や「遺族年金」は非課税ですので、源泉徴収票の送付はありません。
問い合わせ　ねんきんダイヤル　☎ 0570－05－1165　　住民課国保年金係　☎ 2－1462
　　　　　　※050から始まる電話からは　☎ 03－6700－1165

●東京税理士会から
　税理士資格のない者が税金の相談、税務書類の作成、税務の代理をすることは法律で禁じられてい
るばかりでなく、専門的知識が欠けている等により依頼者が不測の損害を被るおそれもあります。
 「にせ税理士」及び「にせ税理士法人」にご注意ください。
 税理士は税理士証票を携帯し、税理士バッジを着用しています。 問い合わせ　税務課 ☎ 2－1465

　東京都と大島町では、平成29年度から個人住民税の特別徴収を徹底することにしています。事業
主の皆さまは、特別徴収への自主的な切替えを行うなど、特別徴収の実施に向けてご準備くださる
ようお願いします。

　事業主の方（特別徴収義務者）が従業員の方（納税義務者）に代わり、毎月給与から
個人住民税を差し引き、納入していただく制度です。
※従業員が常時10人未満の場合は、従業員がお住まいの区市町村に申請書を提出し承認を受けるこ
　とで、年12回の納期を年2回にすることができる「納期の特例」の制度があります。

　所得税の源泉徴収義務がある事業主の方は、特別徴収義務者として、
個人住民税を特別徴収で納入することが法律で義務付けられています。

　特別徴収にしていただくと、所得税のように、税額の計算や年末調整をする手間がいりません。
■詳しくはホームページをご覧ください。

問い合わせ　税務課　☎ 2－1465

忘れられないひと、杉村春子
著者：川良浩和
発行：新潮社
遺された1500通の
手紙をたどり、日本
を代表する舞台女
優の魅力を再発見する。
犬たちをめぐる小さな物語
編者：アンジェラ･グード
訳者：伊藤延司、
　　 マーガレット・プライス
発行：日本放送出版協会
働く犬と人間たちの、笑いや涙、
様々な出来事を集めた物語。

ふきまんぶく(児童から)
文・絵：田島征三
発行：偕成社
ある夏の夜、
ふきちゃんは光
る星をひろいに
山にのぼります
が…。

現代用語の基礎知識2018
(貸出禁止)
発行：自由国民社
創刊70周年を迎えた、現代社
会の今を捉える用語事典。

ムーミン童話全集別巻
小さなトロールと大きな洪水
(児童から)
著者：トーベ・ヤンソン
訳者：冨原眞弓
発行：講談社
ムーミントロー
ルとママが、お日
さまの光あふれ
るあたたかい場
所をめざす、ムー
ミン童話シリーズ記念すべき
第一作目。

◆「源泉徴収票」が送付されます◆

いりません。

東京都　特別徴収

個人住民税PRキャラ
「ぜいきりん」

特別徴収義務者となる事業主の方

特別徴収とは？

特別徴収のメリット

事業主の皆さま　平成29年度から個人住民税の特別徴収を徹底します！
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島内（来庁者等）　
▶11月10日大島町表彰審査委員会／自主防災組織地域防災連絡会（差木地・クダッチ地区）教育長代
理▶11日伊豆大島ライオンズクラブ杯ゲートボール大会▶12日秋の火災予防パレード▶13日自主防災
組織地域防災連絡会（波浮港地区）▶14日自主防災組織地域防災連絡会（野増・間伏地区）教育長代
理▶18日第9回大島ゲートボール協会親善大会（副町長代理）▶21日防災の日講演会▶22日キョン捕
獲チーム結成式典▶26日大島町民混声合唱団「つばき」第4回定期演奏会▶12月4日しまものラボ伊豆
大島記者会見▶5日大島町議会運営委員会▶8日人権擁護委員感謝状贈呈式▶9日伊豆大島マラソン
島外 
▶11月15日東京都離島航路地域協議会（副町長代理）▶16日～20日姉妹島ハワイ島訪問▶24日東京
都市町村連絡協議会／東京都市町村連絡協議会懇親会▶28日東京都町村長会議／東京都後期高齢者
医療広域連合報告会他▶29日全国町村長会議／東京都島しょ地域保健医療協議会▶30日第2回評議
員会／第2回伊豆諸島・小笠原諸島地域力創造対策協議会／東京都島嶼町村一部事務組合第1回組織
団体長会議／島嶼町村長会議

町 長 の う ご き 11月10日～12月9日

平成30年度 保育所入所面接について
＊平成30年度の保育所入所面接を以下の日程で行います。
　面接対象者（児童）　　
　・平成30年4月より新規入所申込みをされた方
　・その他（対象の方は福祉けんこう課より連絡いたします）
　新規入所の方は家庭状況調査等のため面接を行いますので対象児童を同伴の上、必ず受けてくだ
さい。継続希望児童のうち、入所要件等の再確認が必要な方は事前連絡をしますので、面接を受け
てください。

注意事項
※面接は受付順です。第１希望の保育所
　において面接を行います。
※アレルギーがある児童の保護者の方は
　直近の指示書（診断書）をお持ちくだ
　さい。（役場へ提出した資料が検査書
　のみの場合は診断書が必要となります
　のでご注意ください。）
問い合わせ　福祉けんこう課
　　　　　 子育て応援係　☎ 2－1471

保育所名 定員 面接日時 面接場所

町立元町保育園 90名 2月5日（月）

各 保 育 園
す べ て
9時30分～

町立岡田保育園 50名 2月6日（火）

町立差木地保育園 30名 2月7日（水）

私立北ノ山保育園 80名 2月8日（木）

私立波浮保育園 40名 2月2日（金）

平成30・31・32年度 物品買入れ競争入札参加資格審査申請受付
　平成30・31・32年度物品買入れ等競争入札参加資格審査の申請受付を行います。委託・購入・借
上げ等について、大島町競争入札参加業者の新規登録を行うものです。
受付期間　1月15日（月）～2月28日（水）
注意事項　・大島町指定様式を使用
　　　　　・様式・記入方法は、当町ホームペ―ジ（http://www.town.oshima.tokyo.jp/)より　
　　　　　　ダウンロードして使用してください。※郵送可（ただし、返信用封筒を同封）　
申込用紙　・申込書・受付票の表題には30・31・32年度と記載してください。
　　　　　・28・29年度契約の官公署との金額上位5位の契約書表紙（写）のみ添付
　　　　　・添付書類のうち、提示のみの書類は写しを添付
提出・問い合わせ　総務課管財係　☎ 2－1443

　　　　　　ダウンロードして使用してください。※郵送可（ただし、返信用封筒を同封）　

指示書（診断書）
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行 政 相 談
　行政への苦情、意見、要望などを相談員が聞い
てくれます。ご利用ください。
　日　時　1月24日（水）
　　　　　午前10時～午後2時
　場　所　開発総合センター    
　相談員　安本近志

司法書士無料法律相談
　私達は、「相続・遺言・土地や建物の買い取り・
登記・暮らしにおけるトラブル・成年後見制度・生
活再建」といった相談ごとに関しまして、面談によ
る相談をおこないます。
※伊豆大島土砂災害に関する相談も受け付けて
　います。お気軽にお問い合わせ下さい。
日　時　1月10日（水）
　　　　午前11時～午後2時
場　所　開発総合センター
料　金　無料
問い合わせ　東京司法書士会
　　　　　　☎ 03－3353－9191

東京法務局 特設登記所

　東京都では、島しょに居住される方を対象として、弁護士の法律相談
（電話相談）を実施しています。相談は無料です。相談者のプライバシー
は固く守られていますので安心してご相談ください。
相談日　月・水・金曜日　※祝祭日はお休みします。
相談時間　午後1時～ 4時
　※当日お待ちいただくことのないよう、事前予約も受付けています。
　※事前予約は、月～金曜日の午前9時～午後5時（祝祭日除く）にお願いします。
相談・予約・問い合わせ　東京都生活文化局広報広聴部都民の声課　☎ 03－5388－2245

月・水・金
5

休 10 12
15 17 19
22 24 26
29 31

1月の相談日

東京三弁護士会による法律相談

お気軽に
ご相談ください

　東京都母子・父子・女性
　　　　福祉資金貸付のごあんない
　東京都では母子家庭又は父子家庭の方々が経
済的に自立して、安定した生活を送るために修
学・就職等の目的により１２種類の資金を無利子
または低利でお貸ししています。また、配偶者の
いない女性を対象に、女性福祉資金の貸付もあり
ます。
　貸付申請にあたっては事前相談が必要となり
ますので、詳細は下記へお問い合わせください。
問い合わせ　大島支庁総務課福祉担当

　　　　☎ 2－4421

日　時　1月10日（水）午後1時～4時
　　　　　  11日（木）午前9時～正午
　　　　　  　　　　　午後1時～4時
　　　　　 12日（金）午前9時～正午
場　所　開発総合センター　1階
受　付　予約不要・終了時間30分前まで受付
　　　　※お手持ちの資料を持参ください。
問い合わせ　東京法務局不動産登記部門
　　　　　　　　　　　　☎ 03－5213－1330
　　　　　　法人登記部門（商業・法人）
　　　　　　　　　　　　☎ 03－5213－1337

電話で弁護士に相談できる「島しょ法律相談」

　 東京三弁護士会による法律相談が開催されます。相談をご希望の方は、この機会をご利用ください。
日　　時　1月17日（水）　午前11時～午後4時30分・1人40分以内
　　　　　　※予約が必要です　次の予定…2月21日（水）
場　　所　開発総合センター　　相談内容　無料一般相談（当日のみ）
予約受付　平日の午前9時30分～午後5時（正午～午後1時を除く）
主　　催　東京弁護士会・第一東京弁護士会・第二東京弁護士会
予約・問い合わせ　法律相談センター　☎ 03－3595－8575
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大島町老人クラブ連合会 健康事業

家事援助サービスの担い手募集

　介護について悩みごとはありませんか？皆でプ
ロに教えてもらい少しでも楽な介護方法を学びま
しょう！
日時・内容
第1回　 平成30年1月24日（水）午後２時～
　　　　テーマ「排泄交換・体位交換・口腔ケア」
　　　　講師：ケアサポートみつばち
　　　　　　　　　　　　　中村氏・下島氏
第2回　 平成30年1月31日（水）午後２時～
　　　　テーマ「食事」
　　　　講師：管理栄養士　志水氏
場　所　開発総合センター1階　大会議室
問い合わせ  住民課　介護保険係　☎ 2－1462

ま る ご と けんこう

一般介護予防教室（体操・おどり教室）
「介護予防教室」・・・いつまでも、日常生活を元気で過ごしていけるように、元気な
時から介護予防を実践していく教室です。講師の先生に運動のコツを学び、笑顔で楽し
く体を動かしませんか。椅子に座って出来る体操もあります。見学でも構いません。ご
気軽にご参加ください。

対象者　65歳以上の全ての方　持ち物　飲み物、タオル　　問い合わせ　住民課介護保険係 ☎ 2－1462

エアロビ・シルバー体操教室【講師　川島 恵子】
　1月10日（水）・24日（水）
　2月 7 日（水）・21日（水）
　岡田コミュニティセンター　午後1時30分～3時

おどり教室【講師　櫻内  満知子】
　1月11日（木）・25日（木）
　2月 8 日（木）・22日（木）
　開発総合センター　午後1時30分～3時

1、2の3B体操【講師　佐藤  良子】
　1月29日（月）・2月19日（月）
　開発総合センター　午前10時30分～12時

体と頭の健康体操【講師　新井  恵子】
　1月15日（月）・22日（月）
　2月 5 日（月）・26日（月）
　差木地公民館　午前10時～11時30分
　北の山公民館　午後1時30分～3時

みんなで学ぼう！介護について！

第1回　 平成30年1月24日（水）午後２時

第2回　 平成30年1月31日（水）午後２時

　大島町老人クラブ連合会では、地域の高齢者の
健康保持・促進のために講師をお招きして、年１回
の健康教室を開催しています。
　今年は「滑舌トレーニング」
の講座を開きます。どなたで
も大歓迎ですので、お気軽に
ご参加ください！
日　時　1月22日（月） 
　　　　受付開始　午前10時30分～
　　　　開催時間　午前11時～12時
場　所　開発総合センター１階　大会議室
問い合わせ　住民課介護保険係　☎ 2－1462

　定年退職されてもまだまだ就業意欲のある方・だれかの役に立ってみ
たいという方は大島町シルバー人材センターで家事援助サービスの担い
手になってみませんか？
　家事援助サービスとは、家事等が困難で日常生活を営むのに支障が
ある高齢者のご家庭に、家事援助を行うホームヘルパーを派遣し、高齢
者が地域の中で 安心して自立した生活を営むことができるように支援するサービ
スです。また、資格がなくても可能で、必要な基礎知識やノウハウについては提供い

たしますので、皆様の応募をお待ちしております。
　対　　象　大島町在住の60歳以上の方　　　　募集期間　随時
　申 込 み　シルバー人材センター　☎ 2－1777　サービス内容　掃除

問い合わせ　住民課介護保険係　☎ 2－1462

3時
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がん検診（無料・予約制）
実 施 日　5月より通年実施(火・木)
　　　　 ＊月1回日曜【日曜実施日】 3月11日
※子宮がん検診は日曜日はありません。日程変更
　がある場合があります。
種　　類　肺がん（結核検診）・大腸がん・胃がん
（胃Ｘ線検査または胃内視鏡検査）・腹部ＣＴ・子
宮がん・骨粗しょう症
※がん検診は基本健康診査・肝炎ウイルス
　検診との同時受診は出来ません。
対　　象　20歳以上の住民の方
実施場所　医療センター
予約受付　予約専用ダイヤル　☎ 2－2346
　　　　　平日の午後1時30分～4時30分
検診結果　結果は検診後1カ月程度で郵送します。
問診票セットの受け取り場所　
　　　　　医療センター・各出張所
　　　　　福祉けんこう課けんこう係

◆『口腔乾燥症』は ご高齢になるとなり易い・・・ドライマウスとも言う
◆原因は？ 薬の副作用やストレスの影響、噛む力の低下などで唾液の出る量が減るため
◆症状は？ 口や喉が渇く、食事が摂りにくい、発音しにくい、義歯が落ちやすくなる、
　　　　　　味覚障害、口臭等
◆放置するとどうなるか？ 日常生活に支障がでて、体調をくずすこともある
◆注意 痛みがある場合は、他の病気も考えられますので、早めに医師や歯科医師に
　　　　相談しましょう。
〔予防のポイント〕
①こまめに水分を補給して乾燥を防ぐ（おすすめ→お茶類・水など甘くない物）
②歯みがき回数やブクブクうがい（薬用洗口剤による）を増やして口の中を
　刺激する
③よく噛んで食べることで、毎食唾液の出るチャンスを増やす
④乾燥予防や保湿用の洗口液などを使う→歯科医師・歯科衛生士に相談して使うことをお勧めし
　ます

福祉けんこう課けんこう係　☎ 2－1482

歯のお得情報!!『口腔乾燥症　 』ご存知ですか？

物）

【日曜実施日】

イルス

生活習慣病の予防に、健康づくりに取組みましょう。　

◆リズムに合わせて♪
　　　　　健康エアロビ教室!日時・会場
　1月17日（水）・24日（水）
　開発総合センター
　①午前10時～　②午後7時～
　と1日に2回開催!
講　師　川島　恵子先生
持　物　タオル、水分補給用の飲物、運動靴
問い合わせ  住民課国保年金係  ☎ 2－1462

～

　＊＊＊平成30年度から
　　　　がん検診がかわります＊＊＊
　申込み方法、受診間隔等が変更になります。　
また、受診年齢は、国や東京都の指針どおりに
変更します。
　詳しくは、広報おおしま2月・3月号にてお知
らせ致します。

　お正月は会食等が多くなります。
知らぬ間の高血糖や高血圧に注意！
①アルコールはほどほどに、休肝日をとる
②食べる順番は『野菜⇒おかず⇒炭水化物』
③お餅・麺類・パンなど炭水化物の重ね食べNG！
④塩蔵品や甘すぎるおせち等に注意！
⑤糖分入り飲料（ポカリ・缶コーヒー）に注意！
⑥一口ずつゆっくりよくかんで食べる
⑦1日20分位のウォーキング等の有酸素運動！
♪毎日の食事は、健康に直結しています！
　♥食事相談等、健康増進をサポートいたします♥
　　まずは、お電話をお待ちしています。
問い合わせ・相談先　福祉けんこう課けんこう係

管理栄養士　☎ 2－1482

をとる
化物』

お正月・新年会を楽しく！
～お正月・新年会での食べ過ぎ予防法～

る、



14 平成30年1月号広報おおしま

　

「Baby Class」
ベ ビ ー 　 　  ク ラ ス

（予約不要）

対　象　生後3・4ヵ月～1歳頃のお子さん
日　時　1月23日（火）
　　　　午前10時30分～11時30分
場　所　子ども家庭支援センター
内　容　ベビーマッサージ
　　　　※計測器も置いてあります
持ち物　母子手帳・ミルク など
問い合わせ　福祉けんこう課　けんこう係
　　　　　　担当　保健師  ☎ 2－1482

　　　　　　 けんこうについてご心配なことがありましたら、町の保健師・
　　　　　　  看護師・管理栄養士にご相談下さい。まずはお電話を下さい。
◆「親子スマイル教室」（1歳半以上の未就学園児）
　　　　　　　　　　　　12日（金）午前10時30分～（受付15分前）けんこうセンタ－
◆「栄養離乳食相談」6～7・9～10カ月児健診時　24日（水）医療センタ－
　　問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係〔保健師・看護師・管理栄養士〕☎ 2－1482

　　　　　　 
　　　　　　  

◆『無料けんこう相談』 予約制

「くれよん相談♥心理相談」予約制
　日々の子育てでいつも同じことで悩んでし
まう、「甘やかす」と「甘えさせる」の違いがよ
くわからないなど、子育てに関するお悩みを
相談することができます。また、解決方法を
一緒に考えますので、お気軽にご相談くださ
い！
日程　1月18日（木）、19日（金）
場所　大島けんこうセンター
担当　臨床心理士　松島　雅美さん
対象　乳幼児と保護者、保育士など
問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係
　　　　　　　　　　保健師　☎ 2－1482

雅美さん

日　時　1月25日（木）午前10時～午後3時
場　所　開発総合センター　
対象者　妊婦さん・パートナー
内　容　１コース１日制
保健師・管理栄養士・歯科医師によるプロ
グラムで実施します。★ランチ付き。

問い合わせ　福祉けんこう課 けんこう係
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 2－1482

「マタニティクラス 」
（予約制）締切は1/23●！！火

昔からの民間療法おばあちゃんの知恵で風邪対策！
■紅茶や緑茶でうがい
お茶に含まれるカテキンの殺菌能力は
効果的です。安いお茶で大丈夫、風邪
にかかる前から試してみて。
■大根あめ（喉の痛みや咳に）
大根を１ｃｍほどの角切りにし、蜂蜜に
半日以上漬け込む。大根から水分が出て浮いてきた
ら出来上がり。皮に栄養素が多いので皮をむかない
方が効果的。
■生姜湯（咳と痰きりに）
生姜をすりおろし、その汁ひとつまみ分を湯のみ
に入れ熱いお湯を注ぐ。黒砂糖や蜂蜜を加えても
OK。生姜には血液の循環を良くし身体を温め発汗
させる作用あり。鼻づまりにも効果的。
■梅干湯（梅には解熱作用があります）
梅干と生姜汁、好みで黒砂糖を湯飲みに入れて熱い
お湯を注いで飲む。梅干を焼いてそのまま食べるか
お湯を注いでつぶして食べても良い。
■くず湯（風邪の初期症状に、寒気をやわらげる）
水とくず粉を鍋に入れよく溶いてから加熱する。加
熱しながらかき混ぜ、くずにとろみがついて透明に
なったら熱いうちに飲む。塩や蜂蜜で味を付けても
良い。

●●●●●●●●●●●●けん こ う 情 報

問い合わせ　福祉けんこう課けんこう係　☎ 2－1482

■紅茶や緑茶でうがい

■大根あめ（喉の痛みや咳に）

■生姜湯（咳と痰きりに）

■梅干湯（梅には解熱作用があります）



15平成30年1月号 広報おおしま

優勝は岡田
　リトル八幡!

男子は『カッツ』が、女子は『FULL FLAVOR』が優勝！

婦人バレー差木地が見事連覇!!

　11月11日・12日、第40回学童軟式野球選手権大
会がつばき小グラウンドで行われました。今回も
神津島ジャイゴッツチームが参加し、4チームによ
る熱戦が繰り広げられ、岡田リトル八幡が見事優
勝を納めました。Ｂチームは部員減少もあり、初
の試みとして地区にこだわらず2チームに分かれ、
Ｔボールルール（バッティングティーにボールを乗

せ、止まったボール
を打つ）により試合
が行われ、野球を始
めたばかりの子も
楽しく参加しました。

　12月3日と10日、大島海洋国際高校体育館において、大島バレーボール協会主催第16回カメ
リアカップが開催されました。男子は5チームトーナメント戦をカッツが2勝で制し、女子も5
チームによるトーナメント戦に、決勝戦で
フルフレーバーとANKOニシャーズが対
戦し、フルフレーバーが勝利しました。男
女とも日ごろの練習の成果を発揮し、バ
レーボールを楽しんでいました。ご声援あ
りがとうございました。

　11月26日、バレーボール協会主催、第30回婦人

バレーボール大会が大島高校体育館にて行われま

した。各地区から7チームが参加。決勝戦は差木地

チームと岡田チームが対戦し、セットカウント2－0

で差木地チームが見事連覇を果たしました。

　12月9日、島内にて伊豆大島マラソンが開催されました。ゲストには箱根駅伝4
年連続出場を果たした「西田隆維」さんが登場し、会場を盛り上げました。総勢
490名に及ぶ参加選手は快晴の中、島内を全力で駆け巡りました。参加者は、「エ
イドなどスタッフの皆さんの声援がとても温かく、アットホームな雰囲気が最高
でした！」と笑顔で話していました。今回多くの選手が完走できたのはボランティ
アとして協力して下さった方々の声援や協力のお陰だと思います。本当にありが
とうございました！

学童軟式野球大会

第16回カメリアカップ6人制バレー

激走！第7回伊豆大島マラソン！
伝4
総勢
「エ
最高

とうございました！

スタート前！ミス大島も一緒に♪ 各エイドのみなさん、ありがとうござ
います！

一緒にゴール!!

走る前にはしっかりみんなで準備
体操!!
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　11月21日大島町防災の日に大島町開発総合センター2
階大集会室において、東日本大震災の被災地で町内会会
長として活動した「草　貴子」氏を招き、東日本大震災
災害伝承を演題に防災講演会を開催しました。
　約100名が講演会に参加し、緊急時の避難場所として
防災を強く意識し建設した集会所や、その後発生した
東日本大震災の経験から、当時の町内会の動きや方言
を使った「防災かるた」作成など
様々な話を聞き、自主防災組織の
重要性を実感しました。
　講演後の質疑応答では、参加者
から多くの質問もあり、とても充
実した講演会となりました。

キョン捕獲チーム

　11月3日、島暮らし体験プロジェクトによる
定住促進事業「第6回　島の暮らし体験」（大島
町後援）が行われました。参加者は5組9名。大
島町の基幹農作物であるブバルディアを中心と
した栽培技術を学ぶ新規就農者支援研修セン
ターで研修の説明を受けた後は、町営住宅を含
む「空き家」や「空き店舗」を中心に島内をま
わった。
　ゆったりとした時間が流れる大自然の中で暮
らすことは、島暮らしの一番の魅力である。そ
の反面、住む場所や仕事があるのか、起業に適
しているのか、地域の方とうまくコミュニケー
ションが取れるかなど不安もあると思う。何度
か伊豆大島に訪れていただき、離島で暮らすこ
とのメリット、デメリットを理解してから移住
を決めてもらいたい。

　伊豆大島において特定外来生物※である
キョンの捕獲に対する機運を醸成するため、
町民や捕獲事業者を構成員とするキョン捕
獲チームを結成しました。
 11月22日、都立大島公園内椿プラザにおい
て「キョンとるず」の結成式典が開催されま
した。
　式典では小池百合子東京都知事よりビデ
オメッセージが流れ、捕獲チーム代表者へ認
定証授与が行われました。
※海外起源の外来種であって、生態系・人の
生命・身体・農林水産業へ被害を及ぼすもの、
又は及ぼすおそれがあるもの。

「第6回 島の暮らし体験」

大島町防災の日「防災講演会」開催!

「キョンとるず」結成式典!!

※海外起源の外来種であって、生態系・人の
生命・身体・農林水産業へ被害を及ぼすもの、
又は及ぼすおそれがあるもの。

　伊豆大島において特定外来生物※である
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☆話題がいっぱいあるまちってみんなイキイキしてる

　『平成25年台風26号伊豆大島土砂災害』に際しまして、千
葉県立旭農業高等学校より心温まる義援金をいただき、感謝い
たします。いただいた義援金は、大島町の復興再建に向けて

有効に役立たせていただきま
す。同様に、草花等もいただ
き重ねて御礼申し上げます。
草花等については、献花台へ
の周りに設置させていただきます。
　また、旭市立共和小学校6年生児童からの励みとなるメッ
セージをいただきました。メッセージにつきましては、庁舎内
ロビーに展示させていただきます。

　11月18日に第二中学校において、第35回地
域研究発表会が開催されました。生徒らが身近
な疑問をテーマにし、これから先もずっと活気
あふれる大島であり続けるため、研究・調査・
体験的学習に取り組んだ成果を発表しました。

　12月8日、町長室にて大島町人権擁護委員を退
任されました澤田照男さん（写真中央）に対し、
法務大臣（代読：東京法務局人権擁護部 小林重
雄第一課長）より感謝状が贈呈されました。
　澤田さんは平成17年1月から平成29年9月30日
まで、12年間の永きにわたり、大島町の人権擁護
の啓発に努められ、町や関係機関の行なう事業に
も幅広くご協力いただきました。

災害義援金のお礼

大島町人権擁護委員退任
感謝状贈呈！

第二中学校地域研究発表会

　12月5日、大島町立第一中学校において「第
32回大島町立小中学校連合音楽会」が開催さ
れました。
　各小学校の5年生と6年生は合唱と合奏を、
各中学校の1年生と2年生は合唱を披露しまし
た。
　最後にはマイバラードを全員で合唱し、大島
にすばらしい歌声を響かせました。

小中学校連合音楽会
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☆話題がいっぱいあるまちってみんなイキイキしてる

海洋国際高等学校ボランティア部

　日頃アルミ缶リサイクル活動にご協力をいた
だきありがとうございます。今年度はみなさん
のご協力のおかげで3度、アルミ缶を売却するこ
とができました。この売却額で車イス3台を購入
し、大島老人ホーム2台（1台は寄贈予定）大島
社会福祉協議会1台寄贈しました。

①5月11日　588㎏　　62,160円
②9月20日　670㎏　　46,900円
③12月4日　955㎏　　66,850円

　地道な活動ですが地
域のみなさんと力を合
わせて、アルミ缶リサ
イクル及び福祉活動に
頑張っていきたいと考
えております。
今後ともご協力をお願
い致します。
(ボランティア部一同)

アルミ缶売却報告
　　　総額175,910円！

　東京都老人クラブ連合会
より、下記の表彰を受けま
した。
《育成指導功労者》　　　　　　　　　　　　　
　クダッチ第二八千代会　
　　会長　木村　久雄

《会員増強単位クラブ》
左から、岡田第二広場の会（吉田直樹会長）
　　　　波浮港第一小波会（柏木早苗会長）
　　　　波浮港第二小波会（高柳典子会長）　　
　　　　野増第二千歳会　（福留和美会長）

【大島町老人クラブ連合会　表彰】

　毎年、中学校では人権啓発活動として3年生の公民学習を通して、人権に関する作文を書いていま
す。
　平成29年度は、59編の作品が寄せられ、その中から下記の10作品が入選しました。このうち第一
中学校の髙橋風花さんの作文「祖父」が東京法務局及び東京都人権擁護委員連合会主催の「全国中
学生人権作文コンテスト東京都大会」における大島町の代表作品となり奨励賞を受賞しました。東
京都大会では311校の中学校と外国人学校から42,901編に上る作品が寄せられ、表彰式は11月26日
にとしまセンタースクエア（東京都豊島区）にて行なわれました。
大島地区入選作品
奨励賞「祖父」　　　　　　　髙橋　風花さん（一中）
「児童虐待の負の連鎖」　　　今津しえりさん（一中）
「誰もが暮らしやすい環境へ」金子　智美さん（一中）
「支え合うことの大切さ」　　有馬さつきさん（二中）
「外国人差別と世界平和」　　菊地華緒里さん（二中）
「人権」　　　　　　　　　　菊地　四季さん（二中）
「今の私になにができるか」　高田　柑菜さん（二中）
「人権」　　　　　　　　　　増山　大輔くん（二中）
「いい家族をめざして」　　　秋野　尚輝くん（三中）
「障がい者について」　　　　山田　真央さん（三中）

人権作文コンテスト ～育てよう一人一人の人権意識～

《育成指導功労者》　　　　　　　　　　　　　

《会員増強単位クラブ》
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実施期間　1月8日～3月15日
実施時間　日出から日没まで
場　　所　右図の範囲における高さ1.5ｍの柵及び
　　　　　トラロープで囲われた場所
実施方法　銃器、網・わな、犬を用いた追込み捕獲
実 施 者　東京都からの委託業者
　　　 　 ・一般財団法人　自然環境研究センター
　　　 　 ・株式会社　野生動物保護管理事務所
注意事項　期間中は柵及びトラロープに近づかないようお願い
　　　　　致します。また、お近くの方には銃声が聞こえる場
　　　　　合があります。ご理解ご協力のほどお願い致します。
問い合わせ　東京都大島公園事務所
　　　　　　担当：中堤・尾澤　☎ 2－9111

大島のキョン防除について

　これまで大島支庁が整備を進めてきた泉
津地区のバイパス区間が、このたび完成す
ることとなりました。
　完成区間の現在の都道は、貴重な観光資
源「椿トンネル」があるほか、道幅が狭く
歩道もありませんでした。このため、新た
なバイパス道路を整備することにより、歩
行者の安全性向上や交通の円滑化に加え、
「椿トンネル」の保全が図られます。
　また、新しく架かる橋は地元泉津地区の
皆様から名前を募集し、「新延浜橋（しん
のぶはまばし）」と名付けられました。引き続き、整備中区間の工事につきましても皆様
のご協力をお願いします。
交通開放日時　1月13日（土）午後3時【予定】

「泉津地区に新しい都道が完成します」

新聖地橋

完成区間
L=約500ｍ

整備中区間（拡幅）

椿トンネル

泉津

至岡田

至大島公園

大島循環線

旧泉津小学校

万根岬

泉津漁港

新延浜橋

秋の浜

泉津公民館

松崎

けましておめでとうございます。
大島公園では、1月1日（月）から

3日（水）まで、お正月イベントを開催します。動物との
ふれあいイベントなどをたくさん企画してお待ちしていま
す。
　また、昨年生まれたレッサーパンダ、ラマ、オニオオハ
シの赤ちゃんたちの名前投票をおこないます。みんなで赤
ちゃんたちの名前を決めましょう！お正月もぜひ大島公園に遊びに来てください。

あ

大島公園だより　No.147

♥ み ん な の P L A Z A （ プ ラ ザ ） ♣

去年のお正月
イベントの様子

交通開放日時　1月13日（土）午後3時【予定】

お正月イベントに
遊びに来てね
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【採用予定職】社会教育指導員（東京都一般職非常勤職員）
【職 務 内 容】○管内町村の社会教育の振興を図るために必要な事項の指導等
　　　　　　　○上記に付随する業務
【応 募 要 件】○パソコン（Excel、Word等）の基本的な操作ができること
　　　　　　　○健康で、かつ、意欲をもって職務を遂行すると認められること
【選 考 方 法】○第一次選考　書類選考
　　　　　　　○第二次選考　面接選考（第一次選考合格者）
【勤 務 場 所】東京都大島町元町字オンダシ222－1（東京都大島支庁内）教育庁大島出張所
【採用予定数】１名
【雇 用 期 間】平成30年4月1日から平成31年3月31日まで （更新制度連続4回まで）
【勤 務 条 件】○勤務日数　月16日
　　　　　　　○勤務時間　8時30分～17時15分（実働１日　7時間45分）
　　　　　　　○休　　日　土曜日、日曜日、祝祭日
　　　　　　　○報　　酬　194,400円（月額）　※平成29年4月1日現在
　　　　　　　○そ の 他　年次有給休暇、社会保険（健康保険、厚生年金保険及び雇用保険）あり
【応 募 方 法】次の①及び②の書類を教育庁大島出張所まで郵送もしくは持参
　　　　　　　①一般職非常勤職員申込書　②一般職非常勤職員応募用紙
　　　　　　　※様式は、教育庁大島出張所窓口もしくはホームページで入手できます
【応 募 締 切】平成30年1月22日（月曜日）必着
【問い合わせ】教育庁大島出張所　新妻　☎ 2－4451

　東京都港湾局では、現在工事中の岡田港船客待合所に隣接して、
駐車場の整備を予定しております。そこで、より良い海の玄関口にな
るよう、地域の皆様へアンケート調査を実施することになりました。
　アンケート調査は、大島町にお住いの方々のうち、無作為に抽出し
た約800世帯を対象に行います。配布された世帯の皆様におかれま
しては、ご協力の程、宜しくお願いいたします。
　なお、アンケート配布は、㈱ニュージェック（受託会社）が実施し
ます。　調査（配布）期間…平成30年1月上旬

問い合わせ　東京都港湾局 離島港湾部計画課　☎ 03－5320－5661

↑岡田港駐車場整備イメージ

駐車場予定場所

岡田港新客船待合所

調査（配布）期間…平成30年1月上旬

た約800世帯

東京都教育庁大島出張所「社会教育指導員」募集案内

♦ み ん な の P L A Z A （ プ ラ ザ ） ♠

　東京電力パワーグリッド㈱　大島内燃力発電所
では A重油を使用してディーゼルエンジンで発電

をしています。今回は燃料の輸送について紹介したいと思います。
　大島内燃力発電所の燃料使用量は、28年度実績は月間の使用量が一番多い8月では1304KL（日平
均で42KL使用：200Lドラム缶210本分）、一番少ない4月では968KL（日平均で32KL使用：200Lドラ
ム缶160本分)でした。燃料の輸送方法は燃料を千葉の製油所から燃料タンカーに積み込み海上輸送し、
元町港の700KLタンクへ輸送しています。元町港のタンクから発電所へのタンク輸送は、タンクローリ
ーを使用して発電所に定期的に受け入れを実施しています。受け入れは月に4回～5回実施し、１回につ
き250KL前後を2台のタンクローリーでピストン輸送を実施しています。
　今後も、安定した電気をお送りする為に関係会社と協力して、交通・作業
安全に努めながら燃料輸送を実施してまいりますので、ご理解とご協力をお
願いします。
問い合わせ　東京電力パワーグリッド㈱　大島事務所　☎ 2－2341

東京電力からのお知らせ

発電所タンクへの燃料輸送風景

東京都港湾局からのお知らせ
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　今年も、椿まつり期間中の「夜まつり」を実施
します。島内外のお友達を誘って出かけません
か？
開催日時　2月2日～3月18日の金・土・日曜日
　　　　　午後7時30分～9時
開催場所　元町港船客待合所
問い合わせ　観光協会　☎ 2－2177

椿まつり「夜まつり」開催!!

「椿ランタン作成会」

日　　　時　　1月22日（月）～24日（水）
　　　　　　　午前8時30分～午後3時まで
場　　　所　　当校　各教室・体育館及び農場
時　間　割　　当日、受付にて配布
問い合わせ　　都立大島高等学校　☎ 2－1431
　　　　　　　教務主任　島田、担当　谷合
☆大島高校の授業風景や生徒たちの学習活動の
　様子をぜひご覧ください。教室の中にもお入
　りいただけます。
☆授業公開期間中は毎日、係による校内見学
　ツアーを行っております。ご希望の際には、
　午前10時30分に受付へお越しください。

第三学期授業公開のお知らせ
都立大島高等学校（全日制課程）

♦ み ん な の P L A Z A （ プ ラ ザ ） ♠

　椿ランタン作成会で作成した椿ラ
ンタンは、皆さんの思いと共に、2月
の椿ライトアップイベントで飾り付け
させていただきます。
※本イベント終了後、お持ち帰りできます。
日　　時　１月27日（土）
　　1部：午前10時～11時／2部：正午～午後1時
定　　員　各部　20名づつ
材 料 費　500円（１名につき）
申込方法　下記アドレスに（①～④）を記載頂の
　　　　　上ご返信下さい。
①代表者様お名前（ひらがな）②年齢
③参加人数  ④1部と2部どちらの参加のご希望
⑤作りたいランタンの個数（定員に達していない
　場合、当日の受付も可能） 
問い合わせ　文京学院大学経営学部2年
　　　　　　AnimeJapan2018学生実行委員会
　　　　　　伊豆大島班
　　　　　　　 tubakirantan@gmail.com

　「島リズム」を笑顔と元気で表現する「スーパ
ーあんこ娘」（中学生以上）と「スーパーあんこ
キッズ」（小学生）を募集します。椿まつりパレー
ドや夜まつり、地域振興イベントに参加しません
か？東京より指導者が来島し、練習をしますので、
皆様のご参加をお待ちしております。
日時　各日午後2時～　
　　　①1月13日（土）・14日（日）
　　　②１月20日(土)・21日(日)・27日(日)
練習場所　①北の山地域センター体育館
　　　　　②つばき小学校体育館
問い合わせ  スーパーあんこ事務局（土屋・川島）
　　　　　  東海汽船大島営業所内  ☎2－4380

椿まつりを盛り上げよう!
スーパーあんこ娘＆
    スーパーあんこキッズ募集

　大島の大切なシンボ
ル、アンコ姿でパレー
ドしませんか？衣裳の
貸出や着付もします。
『大島ならではのおもてなし』で、心を伝えませ
んか？お気軽にお問い合わせ下さい。
※枚数に限りがございます事をご了承ください。
日程　1月28日（日）申込締切日　1月20日（土）
問い合わせ
　　　　アンコ文化保存会　立島　☎ 2－7317
　　　　　　　　　　　　　清水　☎ 2－1111

椿まつりオープニングパレード
参加者募集!!

「伊豆大島アンコ文化保存会」からのお知らせ
～アンコ姿でおもてなし～

※枚数に限りがございます事をご了承ください。

　　1部：午前10時～11時／2部：正午～午後1時

　楊名時24式太極拳を皆で練習しています。
　どなたでも体験・見学大歓迎です!!
日　時　毎週土曜日
　　　　午前10時45分～12時
場　所　大島高校　剣道場
指導員　堀越　隆嗣先生（元大島高校職員）
　　　　奥伝　常時在籍
※指導員来島による練習会あり。
　日程についてはお問い合わせください。
問い合わせ　植松　直子 ☎ 090－7724－9906
　　　　　　菊地かをり ☎ 090－5820－9149

楊名時健康太極拳愛好会

!!

＊初めて参加される場合は事前にご連絡ください。
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活火山大島の今！が知れる
　　気象庁による
　　　“火山活動月イチ報告会”
　今年から、毎月第2火曜日実施に変更しました。
今回のテーマは「伊豆大島と、国内のなかなか
行けない場所にある火山の話」です。ぜひお誘
いあわせてお越しください。
（申込み不要・無料）
日　時　1月9日（火）午後7時～
場　所　町役場大会議室　　　
問い合わせ　伊豆大島ジオガイドの会
            　　山村　☎ 090－6148－3873

内容・日時　両日とも午後1時30分～
　　①竹細工　　　　　　　1月27日（土）
　　②種まきと花台づくり　2月24日（土）
費用　①②とも　500円
場所　椿公園（元町）　主催　伊豆大島花の会
問い合わせ　宮脇四郎　☎ 2－1824

緑と花づくり教室

　泉津開拓から三原山にかけてのエリアには伊
東無・コーツキなど紀元前に噴火した側火山が
あります。今回はそれらを遠望したり、コーツ
キ直下のシイノキ群叢を巡りながらカルデラが
できる前の大島の様子を想像してみましょう。
日　時　1月7日（日） 午前9時～12時頃
集　合　旧前田クリニック前　※雨天中止
＊参加自由、全て自己責任となります。
　厚底の靴・飲み物・手袋を用意して下さい。
問い合わせ　伊豆大島ジオパーク研究会
　　　　　　白井嘉則　☎ 2－3259
　　　　　　田附克弘　☎ 090－4050－9515

伊 豆 大 島 ジ オパ ー ク 研 究 会

「泉津エリアの側火山巡り」

　昨年はつつじ祭り、秋廣平六記念式典、定期演
奏会、ハトバ聖夜祭参加と充実した年でした。今
年も団員一同、心を合わせて歌ってゆきます。
　練習も新たにスタートします。この機会にぜひ
あなたも私たちの楽しい仲間に加わりませんか。
日　時　1月11日（木）、18日（木）、25日（木）
　　　　2月8日（木）、15日（木）
　　　　いずれも午後7時～9時
場　所　さくら小学校音楽室
指　導　大久保省三先生
曲　目　モルダウ、ビリーブ、
　　　　アメージンググレイス、他
問い合わせ  大久保定子  ☎ 090－1119－9788
　　　　　  若松ミエ子  ☎ 4 － 0145

町民混声合唱団つばき
　島内での活動で、政治・宗教・営利目的以外
の住民の福祉増進にかかわる内容であること。
必要事項（日時、場所、問い合わせ先など）を
明記し、原稿締切日【前月の10日】までに入稿
して下さい。枠の大きさについては、原則1/6
ページ以下とし、定期的な毎月の活動は、数か
月でまとめてください。場合によっては、編集
時に内容を省略させていただきます。
　内容の確認を行ってもらうため、E-mailまた
はFAXでの入稿にご協力下さい。
問い合わせ　政策推進課広報広聴係
　　　　　　☎ 2－1444　 FAX 2－1371
E-mail  town-build@town.oshima.tokyo.jp

みんなのPLAZA掲載について

イス、他

♥ み ん な の P L A Z A （ プ ラ ザ ） ♣

（申込み不要・無料）

　アルコール依存症は習慣飲酒で脳のブレーキ
機能が壊れてゆく病気と言われています。高血
圧・糖尿病・消化器系の癌の発生が多く見られ
ます（平均寿命54歳！）ご家族でも結構です。
気軽にご相談ください。※参加希望の方は下記
へご連絡願います。
定例会　毎週火曜日　午後7時～8時30分
場　所　北の山65－10　飛永宅
問い合わせ　大島断酒会(飛永正富) ☎ 2－2736

☎ 080－2348－1919

～お酒で悩んでいる方へ～

気軽にご相談ください。※参加希望の方は下記
へご連絡願います。

　1月はお楽しみ会！ゲームやおやつを楽しみましょ
う♪
日時　1月31日（水）午後1時30分～3時30分頃まで
会場　フジカフェ
対象者　在宅の障害をお持ちの方、ご家族、　　
　　　一般の方
※参加無料、送迎あり。参加ご希望の方は前日まで
に下記にご連絡ください。
問い合わせ　大島藤倉学園　加藤・高橋
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎ 2－2386

サロン活動  IN  フジカフェ

※参加無料、送迎あり。参加ご希望の方は前日まで
に下記にご連絡ください。
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気管支ぜん息のマル都医療券をお持ちのみなさまへ
～東京都大気汚染医療費助成制度改正のお知らせ～

　将来にわたり国民皆保険制度を持続可能なものとするため、平成30年4月からは都道府県も各
市区町村とともに国保運営を担うことになりました。

・東京都は国民健康保険の財政運営の責任主体として、国民健康保険の収入と支出を管理します。
・町は従来どおり、被保険者の皆さんとの身近な関係の中で、保険税の賦課・徴収、被保険者証
　の発行、保険給付の決定、支給等を担います。

●被保険者の届出などの窓口は変わりません
　町国保の財政運営の仕組みは変わりますが、保険税率は引き続き町が決定します。
　また、医療の受け方は変わりません。保険税の納付や保険給付の申請、各種届出の受付は、こ
れまでどおり町が窓口となります。
●被保険者証等の様式が変わります
　東京都も国保の保険者となるため、被保険者証（保険証）や限度額適用認定証等の様式が変更
となります。交付済みの被保険者証（保険証）は、次回更新時に新様式へ順次切り替わります。
医療機関等へかかるときに必要ですので、保険証等は大切に取り扱いましょう。
●資格の取得・喪失は都道府県単位になります
　都道府県内の他市区町村へ住所が変わった場合でも、国保の資格の取得・喪失は生じません。
　ただし、他の都道府県へ住所が変わった場合には、国保の資格の取得・喪失が生じます。
　（どちらの場合も市区町村へ転入・転出の届出をお願いします）
●高額療養費の多数回該当が都道府県単位で通算され、被保険者の負担が軽減されます
　都道府県内の他市区町村への転出等であれば、高額療養費の多数回該当は通算されるよう　
になります（※多数回該当とは、過去12ヵ月間で高額療養費の対象となった月数が4回以上と
なった場合、4回目から自己負担限度額が引き下げられる制度です）。

問い合わせ　住民課国保年金係　☎ 2－1462

　平成30年4月から、東京都大気汚染医療費助
成制度の改正に伴い、一部自己負担が生じます。
対象は、有効な医療券をお持ちの方で生年月日が
平成9年4月1日以前の方です。
変更内容
①平成30年4月1日以降の診療分から、認定され
　た疾病に対する保険診療の窓口支払額のうち
　月額6,000円までが自己負担となります。
②月額の自己負担額は、各医療機関（病院、診療
　所、薬局等）で自己負担限度額管理票（東京都
　大気汚染医療費助成用）に記載してもらい管理
　します。
※医療機関、薬局等利用時は、マル都医療券と自
　己負担管理票を必ず窓口で提示してください。

●被保険者の届出などの窓口は変わりません

●被保険者証等の様式が変わります

●資格の取得・喪失は都道府県単位になります

●高額療養費の多数回該当が都道府県単位で通算され、被保険者の負担が軽減されます

東京都と町の役割分担はどうなる？

国保被保険者の皆さんへの影響は？

国民健康保険制度が変わります平成30年
4月から

③同じ月に支払った各医療機関など（病院、診療
　所、薬局）の医療費を合算し、月額の合計が
　6,000円　に達したときは、その月はそれ以上
　の自己負担はありません。
※自己負担限度額管理票（東京都大気汚染医療
　費助成用）は、平成30年4月1日から使用する新
　しい医療券と一緒に対象の方に平成30年2月
　頃までにお送りします。
※18歳未満の方はこれまでと同様、窓口での自己
　負担はありません。
問い合わせ
　福祉けんこう課福祉医療係　☎ 2－1471　
　福祉保健局環境保健衛生課
　　　　　　　　　　　　☎ 03－5320－4492

町からの情報、募集、参加しませんか？
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　大島町文化祭、芸能大会と作品展を下記の日程にて開催します。これに伴い、出演者及び出店作
品を募集します。※申込書は教育文化課及び各出張所にて配布致します。

 芸能大会
開 催 日　2月18日（日）
場　　所　開発総合センター　
　　　　　2階大集会室
参加申込　1月4日（木）～1月15日（月）
申込場所　教育文化課・各出張所

問い合わせ　教育文化課社会教育係　☎ 2－1453

大島町文化祭 芸能大会・作品展開催 参加者募集!

 作品展
開 催 日　3月2日（金）
　　　　　　　～4日（日）
場　　所　開発総合センター
申込期間　2月1日（木）～2月13日（火）
申込場所　教育文化課・各出張所

第63回　椿まつり開催!

開催日　2月11日（日）　
種　目　10㎞（役場～けんこうセンター折返し）
　　　　  5㎞（役場～郷土資料館入口折返し）※一般男子5㎞は表彰非対象
申込方法　観光産業課・各出張所に用意の申込書に記入し、封書にて指定場所へ送付してく
　　　　　ださい。また、インターネット受付も可能です。
　　　　　当日エントリーはできませんのでご注意ください!
申込締切　１月11日（木）※郵送は必着　申込定員　1,200名
問い合わせ　エムスポエントリーデスクカメリアマラソン係
HP　http://www.mspo.jp/camellia/　☎ 042－370－7431
（平日午前10時～午後6時）

第47回カメリアマラソン参加選手募集!
参加料無料

　島内随一のイベント「椿まつり」が開催されます。今年も様々な催しが開催
されますので、島民の方もぜひ参加して観光復興を盛り上げましょう！

【１月スケジュール】
 オープニングセレモニー江戸みこしとあんこパレード
　1月28日（日）午前8時40分～正午　大島町役場周辺
　椿まつりの盛況と大島の観光発展を祈念してオープニングセレモニーを行います。
 椿プラザ
　　1月28日（日）～3月25日（日）　午前9時～午後3時30分　大島公園会場
　　屋台はもちろん、「大島民謡」や「あんこの手踊り」など郷土芸能が楽しめます！

　　　問い合わせ　大島観光協会　☎ 2－2177

　第21回大島町立小中学校連合作品展を開催します。児童・生
徒が日常の授業の中での表現力や創造性を発揮し、自らの創意と
工夫を重ねて制作した作品を展示しますので、ぜひご
覧ください。また、室内履きをご持参ください。
日　時　1月12日（金）～16日（火）
　　　　午前9時～午後4時30分　※最終日は午後3時まで
場　所　つばき小学校　体育館　　駐車場　上図の色線で囲んだ所になります。
問い合わせ　教育文化課学校教育係　☎ 2－1453

市村
クリーニング

↓
役場

つばき小

北部← →南部

場

給食センター
↑

駐
車
場

小中学校連合作品展

駐車場 上図の色線で囲んだ所になります。

町からの情報、募集、参加しませんか？

※申込書は教育文化課及び各出張所にて配布致します。

【１月スケジュール】
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『昭和40年代の
　早稲田大学探検部による
　三原山火孔探検』講演会

大島町ごみ対策地域協議会について
　水道環境課では、地域のごみ問題の解決を図り、清潔で住みよいまちづくりを達成するため、大島町
ごみ対策地域協議会を設置しています。その中で委員として活動いただける方を募集しています。
　本年度は下記のとおり、協議会の開催のみとなりますので、ぜひお申込みくださいますようお願い申
し上げます。
活動内容　大島町ごみ対策地域協議会への出席（年1回）3月開催予定
報　　酬　委員の報酬は無報酬となりますが、会議に参加いただいた方には次の品をご進呈します。
　　　　　・大島町指定ごみ袋　可燃・資源30ℓ、45ℓ、70ℓ各１袋
公募方法　町役場水道環境課又は各出張所窓口にある申込書に下記の内容を記載し、提出してくださ
　　　　　い。　（1）氏名　（2）現住所　（3）生年月日　（4）電話番号
公募期間　平成30年1月15日（月）～1月31日（水）

問い合わせ　水道環境課生活環境係　☎ 2－1478

　消防本部緊急車両及び
各地区分団の消防車が一

堂に集まります！ぜひこの機会にご覧く
ださい。大島を支える全地区分団員の行
進も見ものです！
　日　　時　1月14日（日）午前9時～
　行進経路　吉谷公園前～町役場前

消防出初式　行進!

町からの情報、募集、参加しませんか？

　かつて三原山上空が赤く光る「火映現象」がしば
しば見られた頃、山頂火口は現在よりも深く、火口
底には溶岩湖が存在しました。
　50年前、その火口を下って溶岩湖の様子を間近に
体感された早稲田大学探検部ＯＢ会の方々から、当
時の貴重な体験談をお話しいただきます！
日　時　1月26日(金) 午後6時30分～8時30分
会　場　開発総合センター 1階 大会議室
講演者　惠谷　　治 氏
［第1次三原山火孔探査隊隊長、第1回・2回探査］
　　　　天野　猛仁 氏
［第2次三原山火孔探査隊隊長、第3回探査］
　　　　伊藤　達生 氏
［第3次三原山火孔探査隊装備担当、第4回探査］
問い合わせ
　　　　　伊豆大島ジオパーク推進委員会事務局

　　　　　（政策推進課　☎ 2－1444）

家電リサイクル助成金及び持込み場所について
　家電リサイクル（特定家庭用機器廃棄物）について、住民の皆様をはじめ、家
電小売店のご協力もあり、今まで数多くのリサイクル対象家電が適正に処理され
ております。
　リサイクル対象家電の収集運搬料については、平成30年については一般財団法人家電製品協会よ

り、左記の助成金を受けられます。
※㈲京塚金属に持ち込まれた家電が助成対象となり
　ます。
　家電小売店におかれましては、個人からの引取の
　際、助成金額に十分ご注意のうえ、取扱いされま
　すようお願いいたします。

問い合わせ　水道環境課　☎ 2－1478

品　目 平成30年12月31日まで

エアコン 440円

テレビ（液晶含む） 400円

冷凍・冷蔵庫 1,520円

洗濯機・乾燥機 860円

住民のみなさんへのお願い
「公共駐車場の利用をお願いします」
　大島町では、交通安全
のための路上駐車解消を
目的とした公共駐車場を
開放しています。
　町役場周辺の施設にお越しの際は、公共
駐車場をご利用いただき路上駐車解消にご
協力をお願いいたします。

［第1次三原山火孔探査隊隊長、第1回・2回探査］

［第2次三原山火孔探査隊隊長、第3回探査］

［第3次三原山火孔探査隊装備担当、第4回探査］



26 平成30年1月号広報おおしま

友引の日の火葬業務は休業となります

町からの情報、募集、参加しませんか？

12月11日までの測定結果
大　気（島内7か所）
　 0.03～0.07μSv／ｈ
　すべて安全基準値未満
水道水（浄水場3か所）
　すべて検出限界値未満
※詳細はホームページに掲載
問い合わせ　防災対策室防災係　☎ 2－0035

　観光産業課では、第64回椿まつり開催期間に
あわせ「むかしめがね」をリリースいたします。
「むかしめがね」は、今も残る文化や風景から、
かつての暮らしの息づかいを描き出そうという
試みです。ＡＲアプリをダウンロードしたス
マートフォン等をとおして、その土地で暮らし
た人々が、絵画のように景色に浮かぶ「借景の
アニメーション」をはじめ、伊豆大島内を巡り
ながら暮らしと風土の一端に触れられるものを
作りました。
「むかしめがね」がみなさんの想像力を刺激し、
伊豆大島とみなさんをより深くつなぐきっかけ
になればと願っております。
※アプリの詳細につきましては、こちらまで↓
問い合わせ　観光産業課　☎ 2－1446

　「WONDER！NIPPON」というアプリをご存知
ですか？地域の活性化を促進し、お得な情報や地元
の人目線でのおすすめスポットを知る
ことができるアプリです。
　このたび、大島町の基本情報をこち
らに登録しました。
　※こちらは大島以外の地域の情報も
　　見ることが出来ます。
　また、姉妹アプリの「DIG UP！NIPPON」は地
元目線での紹介したい景色や、住んでいる街の観光
情報など、街角のちょっとした小ネタまで、住民の
方々からのイチオシ情報が投稿できます！

＜インストールQRコード＞

アプリの詳細についてはこちらまで↓
問い合わせ　政策推進課広報広聴係  ☎ 2-1444

　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：人）
29年 28年 前年対比

東 海 汽 船 15,749 16,118 97.7％

新中央航空 695 696 99.8％

合 計 16,444 16,814 97.7％

平成29年11月の来島者数

＜QRコード＞

＜インストールQRコード＞

11／6～12／5に届出のあった人

森平　清美さま（70・泉　津）  11／17

酒井　久幸さま（91・泉　津）  11／19

沢田アサ子さま（76・元　町）  11／21

瀬川とみ江さま（91・ホーム）  11／21

　川　菊代さま（103・ホーム）11／21

荒井　ナカさま（100・波浮港）11／21

幡野　慶美さま（81・差木地）  12／2

おくやみ
　　申しあげます

ダンススポーツ交流会の開催!!

「むかしめがね」
伊豆大島の風土と暮らしを
五感で感じるARマップ。

11／6～12／5に届出のあった人（敬称略）

 赤ちゃん　　　　　 父・母　　  月／日　 住　所

星野　圭
けいしゅう

柊くん　　純・紗季　　11/ 8 （元　町）

加藤　　紡
つむぎ

くん　孝彩・千登勢　11/13（泉　津）

金子　和
わ か ば

椛ちゃん　享平・常美　11/14（元　町）

田村　珠
み こ

子ちゃん　寛・愛　　　11/28（差木地）

お誕生おめでとう

　大島町体育協会では東京都ダンススポー
ツ連盟と協力し、「東京都ダンススポーツ交
流会」を開催いたします。どなたでも参加で
きますのでお気軽にご参加ください。
※ダンススポーツとは・・・社交ダンスのこと
日　時　1月20日（土）午後2時～
場　所　開発総合センター　大集会室
問い合わせ　大島町体育協会事務局
（教育文化課社会教育係）☎ 2－1453

アプリを活用して
大島を知ってもらおう！

※ダンススポーツとは・・・社交ダンスのこと
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伊豆大島マラソン！選手の方々、応援のみなさん・各エイドさん
関門員さんありがとう！！

編集発行／大島町役場政策推進課　〒100－0101 東京都大島町元町1-1-14  ☎ 04992－2－1444

　「ナイスショット・おおしま」のコーナーでは、裏方で頑張っている人やその時に輝いている人、その他
何気ない大島の風景などを掲載しています。今回は伊豆大島マラソンから多く選んでみました。みなさんも
ぜひナイスショットを探してください。投稿お待ちしております。

　「ナイスショットおおしま」のコーナーは住民のみなさん

からの写真も募集しています。広報に掲載してみませんか？

・画像はEメールまたはデータでの持ち込み。（匿名不可）

・掲載された写真の肖像権は大島町のものとなります。

・人物を掲載する際は、投稿者が掲載の確認をしてくること。

※スペース等により掲載できない場合もあります。

　問い合わせ　大島町役場政策推進課　☎2－1444
　　　　E-mail　town-build@town.oshima.tokyo.jp

今月のベストスマイリスト

いつも、応援とご協力
に感謝です！

コスプレ！一本下駄！インスタ映え？な方々

伊

ジオパーク研究会「赤ダレ周辺巡り」に
参加！すごい迫力！

Nice Smile!

広報おおしま


